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町民アンケートの実施について 

町民アンケートにおける Well-Being 指標導入について 

新たな総合計画の策定に向けて、町民の皆様の声を反映するための基礎調査として、

町民 4,000 人（高校生約 170 人及び無作為抽出する 18 歳以上の町民約 3,830 人）を対

象に、町民アンケートを実施いたします。このアンケートにおいて、これまでの施策評

価や満足度調査だけでは捉えきれなかった「暮らしの実感」「幸福度」を測定するため

に、国が提唱する「Well-Being 指標」を取り入れることといたしました。 

 

■Well-Being 指標とは 

地域幸福度（Well-Being）指標とは、住民の「暮らしやすさ」と「幸福感（Well-being）」

を数値化・可視化する指標としてデジタル庁が開発した指標です。 

従来の経済成長や人口動態といった指標だけでは町の豊かさを十分に把握できない

という認識のもと、2022 年に「幸福度に関する研究会」を立ち上げ、図１にある６つの

項目を目的に、開発・導入されました。 

 

図１ 地域幸福度（Well-Being）指標とは？ 

 

出典：デジタル庁 

 

国の指標では、４分野（①地域における幸福度・満足度、②生活環境、③地域の人間

関係、④自分らしい生き方）、25 因子に分かれており、これらのアンケート結果の集計

分析や既存の統計データなどの掛け合わせから、地域の強みや弱みを明確にしていくこ

とが可能となります。 
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このような国の動きも受け、本町においても町民の皆様の主観的幸福感や社会的つ

ながり、教育・健康・生活基盤に

対する実感を把握することが、

今後の町の将来像や施策の方向

性を検討するうえで不可欠であ

ると考え、総合計画におけるア

ンケートにwell-Being指標を導

入することとしました。 

 

現在、デジタル庁のサイトで

本町を検索すると、図２のとお

り各種オープンデータ等をもと

にした客観データのみによる地

域幸福度指標が掲載されていま

す。 

Well-Being アンケートを実施

することで、図３のとおり、主観

と客観データの双方を確認する

ことができるようになり、住民の

幸福度に関する実感や、地域の取

り組みが住民にどう届いている

か（受け取られているか）を把握

できるようになります。 

 

 

■アンケートに反映する指標の内容 

具体的には、以下のような視点を設問に反映させる予定です。 

「教育・学習」では、子どもや大人が学びやすい環境に対する評価、「人間関係とつな

がり」では、近所や地域との交流の有無や孤独感の有無についてたずねる項目を設けま

す。 

「主観的幸福感」としては、現在の暮らしに対する満足度や幸福度を問う質問も取り

入れ、今後のまちづくりについて、単に「人口を増やす」「産業を活性化する」といっ

た目標だけでなく、町民一人ひとりの暮らしの充実度に焦点をあてた計画作りにつなげ

ます。 

また、今後、皆様にご参加いただく町民ワークショップにおいても基礎資料としてご

活用いただき、課題整理や将来像の検討につなげていきます。  

図２ 身延町の地域幸福度（Well-Being）指標

出典：デジタル庁 地域幸福度 Well-Being 指標 
ダッシュボード（客観データ） 

出典：デジタル庁 地域幸福度 Well-Being 指標 
ダッシュボード 

図３ 山梨県内の地域幸福度（Well-Being）指標
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基本構想における将来像の指標＝身延指標の設定 

現行計画では、基本構想において目指すべき「将来像」が提示されているものの、そ

の達成状況をどのように評価するかが不明確です。 

そこで新たな総合計画では、町民アンケート調査を活用して町の将来像の達成状況を

把握するため、Well-Being 指標を基に以下の 3 項目を「身延指標」として目標設定し、

町民の皆様の実感の可視化と共有に努めます。 

 

■身延指標 
①幸福度、②地域の暮らしの満足度、③身延町に対する誇り 

それぞれの項目について５段階で評価を行い、①～③の平均値を算出する予定です。 

 

 

図４ 新旧の総合計画のイメージ（再掲） 
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アンケート項目一覧 
 

項目 設問内容 
属性 1 性別（SA） 

2 年齢（SA） 
3 職業（SA）（主な職業を１つ） 
4 居住地区（SA） 

移住・定
住、交通
等 

5 ⾝延町での居住年数（旧町から通算）（SA） 
6 ⾝延町の住みやすさ（SA） 
7 【KPI】）これからも⾝延町に住み続けたいか（SA） 
8 「今の場所に住み続けたい」「町内の別のところに移りたい」と思う理由（FA） 
9 「町外に移りたい」と思う理由（MA） 
10 「町外に移りたい」と思う理由（MA） 
11 （移りたい人）「将来的には⾝延町に戻って居住したい」と思うか（SA） 
12 ⾝延町外に在住したことがあるか（SA） 
13 ⾝延町に転⼊してきた理由（MA） 
14 若年層の定住を促進のために必要だと考えること（MA） 
15 「人の流れをつくり、移住・定住の促進」に「移住定住祝⾦」について（MA） 

働き方 16 通勤・通学している場所（SA） 
17 通勤・通学の主な手段（MA） 
18 中部横断⾃動⾞道を通勤・通学に利⽤するか（MA） 
19 希望する働く場所（SA） 
20 ⾝延町内を選ぶ理由（SA） 
21 ⾝延町外を選ぶ理由（SA） 

人口推計
⽤ 

22 結婚の有無（SA) 
23 将来の結婚予定（SA) 
24 結婚・子育てにとって、支障になること（MA） 
25 お子さんを持つ予定（既にいる子どもの数も含める）数（SA） 
26 理想的な子どもの数（実際の予定とは別）（SA） 
27 （１人、２人だった場合）「１人」「２人」の理由（SA） 
28 将来、子どもが⾝延町に住んでもらいたいと思うか（SA） 
29 理由（子どもに⾝延町に住んでもらいたい理由・もらいたくない理由）（FA） 

⼟地利
⽤・交通 

30 ⼟地利⽤の問題点（MA） 
31
〜
33 

インターチェンジ周辺はどのような⼟地利⽤が望ましいか（SA） 
※ 町内３箇所のインターそれぞれについて設問を設ける 

34 普段の町の乗合タクシーの利⽤有無（SA) 
35 利⽤していない方の理由（MA） 

⾝延指標 36 【⾝延指標】⾃⾝の幸福度（SA）（５段階評価） 
37 【⾝延指標】⾝延町に住んでいて誇りを感じているか（SA）（５段階評価） 
38 【⾝延指標】⾝延町の暮らしの満⾜度（SA)（５段階評価） 

 

凡例 

（SA）：あてはまるもの 1 つに〇 

（MA）：あてはまるものすべてに〇 

（FA）：自由記述 
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項目 設問内容 
満⾜度・ 
重要度
（well-
being 指
標） 
 
 
満⾜度 
（5 段階
評価） 
 
重要度 
（3 段階
評価） 

39 ⾝延町は、医療機関が充実している 
40 ⾝延町では、介護・福祉施設のサービスが受けやすい 
41 ⾝延町では、障がい者の支援サービスが受けやすい 
42 ⾝延町では⽇常の買い物にまったく不便がない 
43 ⾃宅には、⼼地のいい居場所がある 
44 ⾝延町では、適度な費⽤で住居を確保できる 
45 ⾝延町では、公共交通機関で、好きな時に好きなところへ移動ができる 
46 ⾝延町は、道路網が⼗分に整備されている 
47 ⾝延町には、安⼼して妊娠・出産・育児ができる環境がある 
48 ⾝延町は、子育て支援・補助が手厚い 
49 ⾝延町は、教育環境（小中高校）が整っている 
50 ⾝延町には、まちなか、公園、川沿い等で、⼼地よく歩ける場所がある 
51 ⾝延町には、⾃慢できる⾃然景観がある 
52 ⾝延町では、⾝近に⾃然を感じることができる 
53 ⾝延町の空気や水は澄んでいてきれいだと感じる 
54 ⾝延町では、農業活動が積極的に⾏われている 
55 ⾝延町では、リサイクルや再生可能エネルギー活⽤等、環境への取組みが盛んである 
56 ⾝延町は、防災対策がしっかりしている 

57 ⾝延町は、防犯対策（交番・街燈・防犯カメラ・住⺠の⾒守り等）が整っており、治安が
よい 

58 ⾝延町は、歩道や信号が整備されていて安⼼である 

59 ⾝延町では、地域活動（⾃治会・地域⾏事・防災活動等）への住⺠参加が盛んであ
る 

60 【KPI】地域活動や各種団体・サークル等の活動の参加頻度 
61 ⾝延町は、健康づくりがしやすい環境が整っている 
62 ⾝延町では、スポーツが盛んである 
63 ⾝延町には、困ったときに相談できる人が⾝近にいる 
64 ⾝延町には、若者が活躍しやすい雰囲気がある 
65 ⾝延町は、文化・芸術・芸能が盛んで誇らしい 
66 ⾝延町は、観光資源が豊富で誇らしい 
67 ⾝延町では、学びたいことを学べる機会がある 
68 ⾝延町では、やりたい仕事を⾒つけやすい 
69 ⾝延町には、新たな事に挑戦・成⻑するための機会がある 
70 ⾝延町の⾏政では、住⺠への情報発信が積極的に⾏われている 
71 ⾝延町では、地場産業の活性化と PR の強化が積極的に⾏われている 
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項目  設問内容  
well-
being 指
標（５段
階評価） 

72 あなたの町内（集落）の人々は、⼤体において、どれぐらい幸せだと思いますか。 
73 ⾃分だけでなく、⾝近なまわりの人も楽しい気持ちでいると思う 
74 私の暮らしている地域では、飲食を楽しめる場所が充実している 
75 【逆】⾃宅の近辺では、騒⾳に悩まされている 
76 ⾝延町には、楽しい時間を過ごせる娯楽施設がある 
77 ⾝延町は、子どもたちがいきいきと暮らせる 
78 ⾝延町は、通学しやすい場所に学校がある 
79 ⾝延町の⾏政は、地域のことを真剣に考えていると思う 
80 ⾝延町の公共施設は使い勝手がよく便利である 
81 ⾝延町では、⾏政サービスのデジタル化が進んでいる 
82 ⾝延町では、仕事や⽇常生活の場でデジタルサービスを利⽤しやすい 
83 ⾝延町は、⾃分にとって⼼地よい 
84 ⾝延町には、⾃慢できる都市景観がある 
85 私は、同じ町内（集落）に住む人たちを信頼している 
86 私は、町内（集落）の人が困っていたら手助けをする 
87 私は、この町内（集落）に対して愛着を持っている 
88 この町内（集落）には、どんな人の意⾒でも受け⼊れる雰囲気がある 
89 私は、⾒知らぬ他者であっても信頼する 
90 私は、町内（集落）の人が⾃分をどう思っているかが気になる 
91 ⾝延町には、⼥性が活躍しやすい雰囲気がある 
92 ⾃分のことを好ましく感じる 
93 私は、⾝体的に健康な状態である 
94 私は、精神的に健康な状態である 
95 将来生まれてくる世代のために、良い環境や文化を残したい 
96 ⾝延町では、適切な収⼊を得るための機会がある 

⾃由意⾒ 
97 

⾝延町をもっと魅⼒的にするために、町や住⺠が取り組むと良いと思うことや、新しい取り
組みのアイデアがあれば教えてください。 

 

※ 町民アンケートの設問は、国が示す Well-Being 指標設問（50 問）に町独自

の設問を加えた全 97 問となっています。 

対象者には調査票を 7/18（金）に発送し、8 月中に回答を締め切ります。 

回答方法は次のとおり 

① 調査票に回答を記入して、同封の返信用封筒にて返信 

② 調査票記載の QR コードから回答フォームにアクセスし Web 回答 

 

※ Well-Being 指標には、より多くの町民の皆様の想いを反映したいため、

Well-Being 指標の設問に特化した回答フォームを作成し、防災アプリ及び

町広報誌（８月号）にて、調査の周知・協力依頼を行います。 


